
 

今回のいわチャレは 
♦参加者：小学生３名  

（保護者３名） 

♦指導者 

ハサンベツ里山計画実行委員会 

高橋 慎委員長と委員会の皆様 

  

ハサンベツの里山探検 
実施日：令和８年７月２９日（水） 

実施場所：郷土科学館 
 

7月２９日に開催したいわみざわチャレジスクールでは栗山町にあるハサン

ベツの里山を訪れました。小雨の中、郷土科学館を出発しました。参加者が乗

ったバスが１０時に着き、ハサンベツの里山計画実行委員会の人たちに迎えて

いただいたとき、雨は上がっていました。早速、長靴に履き替え、手に虫取り

網を持って、里山探検の開始です。カブトムシがハルニレの木にとまっていま

す。ノコギリクワガタやミヤマクワガタがいます。捕まえたエゾゼミやアカエ

ゾゼミが逃れようと大きな声を出します。モンシロチョウやスジグロチョウが

飛んでいます。初めての子も１０分もすれば手慣れた手つきで昆虫採集に興じ

ます。子どものころを思い出したお父さんやお母さんは、採集に興じます。 

１１時ころ、再び雨粒が落ち始めました。室内に移って捕まえた昆虫やトカ

ゲの解説を受けます。カナヘビの卵は柔らかいことを実際に触って体験しまし

た。１０種類以上の虫の名前や生態を教えていただきました。カブトムシは国

内外来種であること、地球温暖化で北上したヒグラシやツクツクボウシの鳴く

声が道内でも聞こえるようになったことなども教わりました。 

帰るころには、小さな昆虫博士の誕生です。 
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